
行事ID 166

計画作成者 乗上彩花作成日 令和2年3月24日(火)

事業所名 はぐくみ鶴見緑地教室

責任者 土門弘治

行事 創作「木切れ工作 第3段」

行き先 移動手段

実施日 令和2年4月25日(土) 雨天時 決行 実施区分 実施

印刷日時：2020/05/05 17:08:27行事報告書

目的 三回目となる木切れ工作で、かける時間を無駄にせず実力・想像力を共に右肩上がりに上昇して

いくこと。完成させることを目的とせず、その場、時間を友達たちと共有することを大切にしま

す。【造形への関心・意欲・態度】【発想や構想の能力】【創造的な技能】【鑑賞の能力】を観

点別評価します。

内容 決まったかたちの「基本の材料」いろいろな形の端材がセットになったパックには（F1マシン、

カブトムシ、さい銭箱）など基本部品がセットになっていますが数袋をケースにばらし組み合わ

せパーツ探しから行います。

木工ボンドのみの使用で工具、道具は一切使いません。

参加人数 7人

職員人数 7人

行事報告ID 114 報告日 2020/05/04 (月)

計画：Plan　　　評点

編集中

実行：Do　　　評点

編集中

評価：Check　 評点

編集中

改善：Action

編集中

改善要望

報告者 阿部美穂
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行事ID 166

計画作成者 乗上彩花作成日 令和2年3月24日(火)

事業所名 はぐくみ鶴見緑地教室

責任者 土門弘治

行事 創作「木切れ工作 第3段」

行き先 移動手段

実施日 令和2年4月25日(土) 雨天時 決行 実施区分 実施

印刷日時：2020/05/05 17:08:27行事報告書

目的 三回目となる木切れ工作で、かける時間を無駄にせず実力・想像力を共に右肩上がりに上昇して

いくこと。完成させることを目的とせず、その場、時間を友達たちと共有することを大切にしま

す。【造形への関心・意欲・態度】【発想や構想の能力】【創造的な技能】【鑑賞の能力】を観

点別評価します。

内容 決まったかたちの「基本の材料」いろいろな形の端材がセットになったパックには（F1マシン、

カブトムシ、さい銭箱）など基本部品がセットになっていますが数袋をケースにばらし組み合わ

せパーツ探しから行います。

木工ボンドのみの使用で工具、道具は一切使いません。

参加人数 7人

職員人数 7人

行事報告ID 116 報告日 2020/05/04 (月)

計画：Plan　　　評点

・木切れ工作を通し造形への興味や関心を引き出す。

・友達の作り方や工夫の仕方を観察したり、出来あがった作品を共有することで鑑賞の能力を養

う。

実行：Do　　　評点

三回目の取り組みということもあり、流れや要領を理解している子どもは始まる前から作りたい

ものをイメージし楽しみにする姿が見られ、特に個別での支援をしなくても自分でイメージをし

た物に合うパーツを探し次々と進めていく姿が見られた。

評価：Check　 評点

一人で進められる子どもと、そうでない子どもの差が大きく作業にかかる時間のバラつきが大き

くなってしまった。個別での支援が必要な子どもの中でも頭の中でイメージをすることが難しい

子どもにとっては遊んでいる友達の様子に気を取られ集中が持続せず更に時間が掛かっていた。

改善：Action

特になし。

改善要望

編集中

報告者 甲斐美咲
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行事ID 166

計画作成者 乗上彩花作成日 令和2年3月24日(火)

事業所名 はぐくみ鶴見緑地教室

責任者 土門弘治

行事 創作「木切れ工作 第3段」

行き先 移動手段

実施日 令和2年4月25日(土) 雨天時 決行 実施区分 実施

印刷日時：2020/05/05 17:08:28行事報告書

目的 三回目となる木切れ工作で、かける時間を無駄にせず実力・想像力を共に右肩上がりに上昇して

いくこと。完成させることを目的とせず、その場、時間を友達たちと共有することを大切にしま

す。【造形への関心・意欲・態度】【発想や構想の能力】【創造的な技能】【鑑賞の能力】を観

点別評価します。

内容 決まったかたちの「基本の材料」いろいろな形の端材がセットになったパックには（F1マシン、

カブトムシ、さい銭箱）など基本部品がセットになっていますが数袋をケースにばらし組み合わ

せパーツ探しから行います。

木工ボンドのみの使用で工具、道具は一切使いません。

参加人数 7人

職員人数 7人

行事報告ID 115 報告日 2020/05/04 (月)

計画：Plan　　　評点

お友達とどんな形にするのか、どんな形の木切れを使うのか会話を楽しみながら作りたいものを

作り集団活動に参加しやすくなります。

実行：Do　　　評点

「俺もその形使おう！」「何作ってるん？」などの声も聞こえ、会話を楽しみながら参加してく

れている子たちが多く「〇〇も作ろう！」と言って二つ作っている子もいました。

評価：Check　 評点

お友達が作ったものに対して良い評価している子たちもいて、全体的に工作や会話を楽しんで参

加することが出来ていました。

改善：Action

特になし

改善要望

特になし

報告者 乗上彩花
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行事ID 166

計画作成者 乗上彩花作成日 令和2年3月24日(火)

事業所名 はぐくみ鶴見緑地教室

責任者 土門弘治

行事 創作「木切れ工作 第3段」

行き先 移動手段

実施日 令和2年4月25日(土) 雨天時 決行 実施区分 実施

印刷日時：2020/05/05 17:08:28行事報告書

目的 三回目となる木切れ工作で、かける時間を無駄にせず実力・想像力を共に右肩上がりに上昇して

いくこと。完成させることを目的とせず、その場、時間を友達たちと共有することを大切にしま

す。【造形への関心・意欲・態度】【発想や構想の能力】【創造的な技能】【鑑賞の能力】を観

点別評価します。

内容 決まったかたちの「基本の材料」いろいろな形の端材がセットになったパックには（F1マシン、

カブトムシ、さい銭箱）など基本部品がセットになっていますが数袋をケースにばらし組み合わ

せパーツ探しから行います。

木工ボンドのみの使用で工具、道具は一切使いません。

参加人数 7人

職員人数 7人

行事報告ID 117 報告日 2020/04/25 (土)

計画：Plan　　　評点

木切れ工作を通し想像力を磨き、周りのお友達と作りながらお互いの工作について話すことでコ

ミュニケーションの幅が広がり集団活動への積極的な参加に繋がる。

実行：Do　　　評点

作る前にレイアウトを決めてから工作を始める人が多かったので、比較的スムーズにでき、お友

達と自分の作る工作について話しながら作っていました。

評価：Check　 評点

出来上がったものを他のお友達に説明している人が多く、グローブ立てやプラレールを飾る棚な

どお互いの好きなものに関係しているものが多く、いきいきして話していました。

改善：Action

特になし。

改善要望

特になし。

報告者 岩木亮太
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